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1. 概論 
 近年の環境問題への対策として，風力発電や太陽光発電などの再生可能エネルギー電源の，電力系統への導

入が強く叫ばれている。しかし再生可能エネルギー電源の出力は不安定であり，また出力制御も困難である。

このような問題への対策として，蓄電池の導入や，需要家機器の消費電力制御（可制御負荷制御）が多くの研

究で提案されている。本研究では小規模離島系統を対象とし，離島内で多く用いられている海水淡水化装置に

着目し，海水淡水化装置の可制御負荷としての消費電力制御について検討を行った。また再生可能エネルギー

電源導入時に必要な蓄電池容量算出法についても検討を行った。 
 
2. 本研究の成果 
(1) 運用者利便性を考慮した上での，電力系統需給調整容量拡大のための海水淡水化装置制御手法の提案及び

シミュレーションによる検討 
 海水淡水化装置の可制御負荷としての制御手法として経済性向上制御と調整容量確保制御を提案する。 
 経済性向上制御では，再生可能エネルギー電源出力や発電機の起動停止制御により需給バランスが保てなく

なるような状況下で，海水淡水化装置の消費電力を需給バランスを保つ方向に制御する。本制御を適用するこ

とで，再生可能エネルギー電源の解列を回避することが出来，再生可能エネルギー電源の運転時間をより確保

することが可能となる。 
 調整容量確保制御では，再生可能エネルギー電源の出力変動や需要変動を基に，ディーゼル発電機の出力調

整余力が不足するような状況下で，ディーゼル発電機がなるべく多く調整余力を確保できるように海水淡水化

装置の消費電力を制御する。経済性向上制御は需給バランスのみに着目した制御であり，調整容量確保制御で

は，発電機の需給調整容量に着目した制御である。 
 また本研究では海水淡水化施設の運用者利便性の考慮として，貯水量制約を考慮する（生成水貯水量が常に

タンク容量の80%以上)。本研究では，貯水量制約違反予防制御を提案する。この手法では6時間後までの水需

要を推定し，リアルタイムで海水淡水化装置消費電力調整可能幅を決定する。 
 これらの制御を適用し，シミュレーションを行った結果，海水淡水化装置の消費電力制御によって燃料費削

減や需給アンバランス改善が可能であるという結果が得られた。 
 
(2) 状態遷移確率行列を用いた蓄電池容量算出法 
 本研究では再生可能エネルギー電源の大量導入によって生じる多くの問題の中から余剰電力問題に焦点を

当て，余剰電力の解消に必要となる蓄電池容量の算出を，状態遷移確率行列を用いて算出する。状態遷移確率

行列としては，今の蓄電電力量から，次の時間断面の蓄電電力量への状態遷移行列を考え，それを基に，与え

られた蓄電池容量で補償可能な状態遷移を抜き出し，最終的に，ある蓄電池容量で余剰電力問題がどの程度の

確率で解消可能かどうかを評価する。 


